
五淋散 (ごりんさん)

【処方コンセプト】尿トラブルのファーストチョイス。

排尿痛、残尿感、頻尿などで小便の色が濃く（黄赤色）、1回量が少ない方に用いる。

◆五淋散の名前の由来は五種類の淋病（五淋）を治すところからきている。淋病とは頻尿・排尿痛・排尿の切迫した状態などを示す言葉

で、性感染症の淋病とは異なる。五淋とは、石淋（尿路結石）・気淋（前立腺肥大、神経性頻尿）・膏淋（尿がクリーム、米のとぎ汁状に

なるもの）・労淋（過労からくる排尿異常）・熱淋（急性の尿路感染症）のことであり、五淋散は様々な尿のトラブルに対処することがで

きる優れた処方である。

◆原典の『和剤局方』には「腎気不足し、膀胱に熱有り、水道通ぜず、淋瀝宜しからず、出ること少なく、起ること多く臍腹急痛し、蓄作

時に発症し、労倦すれば即ち発するを治す。或は尿豆汁の如き、或は砂石の如く、或は冷淋膏の如く、或は熱淋便血するは並びて皆之を治

http://pdfmyurl.com/
http://pdfmyurl.com/
https://www.kotaro.co.jp/store/
https://www.kotaro.co.jp/store/


す」とあり、様々なタイプの尿トラブルに用いていたことがうかがえる。

◆消炎作用、利尿作用、止血作用などを併せ持ち、細菌感染によって炎症が起こっているような場合にも、細菌が膀

胱・尿路に残存しているようなもの（利尿作用により細菌を排泄）にも効果が期待できる。膀胱炎などで抗菌剤に

より細菌を駆逐できたものの、症状が残ってしまうようなケースにもよい。

【処方構成】11味

主薬は山梔子(サンシシ)と黄芩(オウゴン)で、消炎・解熱・鎮静作用を持ち、黄芩はさらに利尿作用なども持つ。芍

薬(シャクヤク)・甘草(カンゾウ)・当帰(トウキ)の三薬は鎮痙・鎮痛効果によって排尿痛を緩解する。地黄(ジオウ)は

清熱涼血に働き、止血の効果がある。芍薬・当帰・地黄は補血の効果を持つ。滑石(カッセキ)・沢瀉(タクシャ)・茯

苓(ブクリョウ)・木通(モクツウ)・車前子(シャゼンシ)には、すべて消炎作用と利尿作用があり、炎症をしずめ尿を

稀釈して尿路の刺激性を緩和し、かつ細菌を洗浄する効果がある。以上のように消炎・解熱・鎮静・鎮痛・止血・

補血・利尿などの作用があり、尿路系の炎症に対するファーストチョイス処方となる。
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五淋散 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11

猪苓湯 ○ ○ ○ ○ ○ 5

五苓散 ○ ○ ○ ○ ○ 5
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八味地黄丸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

処方名 類 方 鑑 別

五淋散 膀胱炎、尿道炎のファーストチョイス。無菌性で神経性のものにも。

猪苓湯 急性の膀胱炎。尿路結石、前立腺肥大症、腎炎の血尿タイプにも。

五苓散 腎炎、ネフローゼの浮腫。タンパク尿など炎症時には小柴胡湯と併用。

八味地黄丸 前立腺肥大症、糖尿病、老化による夜間の頻尿、精力減退にも。
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